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論文要旨 (1) 

(I目 1的 pI唇］顎 1口 1蓋 1裂 1の Iゴール 1は 1審 1美 1、 I言 1語 I‘
顎1顔 1面 1発 1育 1に 1関 Iし 1良 1好 1な成績 1を 1得 1る 1こ 1と 1で 1あ
り 1、 Iそ 1の 1た 1め 1適 1wIな 1時 1期に適 1切 1な 1処 1置を 1行 Iう
貫 1治 1療が 1最 1重 1要 Iと 1な 1ってい 1る 1。 1当 1科で 1の

貫 1治 1療 1の特 1徴 1の I-IつIと 1して 1、 I口 1蓋 1形 1成術 1後 1に
速 1や 1か 1に口 1蓋門 Iを 1装 1着「する 1。|そ 1の 1理 1由は IpI u 
slhlbla clkl法 1を 1用 Iい 1fこI口 1蓋 1形 1成 1術 Ilま1、 I鼻 1咽
腔 1閉 1鎖 1機 1能 I(IV Ip IC I) Iに 1対Iし 1て 1は 1良 1好 1な 1成 1績
を 1獲 1得 1し戸日 1い 1と 1さド01る 1反 1面 1、Iそ 1の 1手 1術 1法 1か
ら I術 1後 1に 1痕 1孔 Iヵ,I生 1じ 1や 1す Iい 1と 1さ 1れ Iて 1い 1る Ifこ 1め
こ Iれまで速やかに手術による閉鎖術が施行さ

れ 1て 1き Ifこ 1。 1し 1ヵ、 1し 1早 1期 1に 1数 1回 1の 1手 1術を 1行 Iう 1た
め 1、 I重 1度 1の 1顎区 1育 1障 1害 1を 1招 I<I結 1果 1とな 1る 1の 1が
現 1状 1で 1あ 1り 1、 Iそ 1の Ifこ 1め 1痩 1孔 1に 1関 1し 1ては 1経 1過 1観
察 1と 1な 1る 1症 1例 Iも 1少 1なく 1な Iい 1。|し 1カ,Iし、 1痩 1孔 1の
存 1 在 11ま区 1 物 1~I鼻漏 1出を 1は 1じ 1め 1患 1者 1の不 1快 1感 Iは
計 1り 1知 1れず 1、 1さら 1にそ 1れ 1ら 1を 1放 1置区す 1る 1こ Iと 1は
VI p IC I獲得 1に 1関し 1ても！負！の 1方 1向 1に 1働 1< 1可 1能 1性
カ~ Iあ 1る 1。そ 1の 1ため 1早期 1の I口 1蓋 1床 1装 1着 1は 1非 1親 1血
的 Iに I$;I孔を 1塞 Iい 1で 1口！腔 1内 1圧 1を 1高！め 1、 I後 Iの IVIP 
＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。



論文要旨 (2) 

Cl獲 1得 1を 1早 1める 1ば 1か 1り 1で 1な I<I、 1口蓋 1形 1成 1術 I後

の I顎 1発 1育 1障 1害に 1対 Iし 1て 1早 1期|力,Iら 1歯列 1保 1定 1と 1し

て Iの 1効 1果 I力‘Iある 1ため 1顎 1発育 1に 1対 1して有 1効 1に 1働

< Iこ Iとが 1示 1唆さ 1れる卜 1今回 1、 I口 1蓋床が 1口 1蓋 1形

成 1術 1の目 1的 1であ 1る VIp IC 獲 1得 1及 1び咬合 1に 1ど Iの

よ 1う 1な効 1果 1を 1及 1ぽす I力,I明ら 1カ,Iに 1すべく 1検 1討 Iを

行 1つ 1た。
I I I I I I I I I I I I 

(1対！象 1と方 Iti, I) 対 1象は当 1科 1に！て 1口 1蓋 1形 1成 1術 1を

施1行 1し［一貫 1治 1療を 1継続し 1て 1行 Iえ 1fこ1唇 1顎 I口 1蓋 1裂

患 1者 111 5 I名であ 1る。 VI p IC Iを 1獲 1得す 1る 1ま Iで

の 1期間 I(IV Ip C.  IT) は IVIp IC Iを 1獲得 Iし Iた I1 

o I 7 名 1を 1対 1象とした1。 |G]olsllloln I y I a I r 
dis tJilclk Iこよる 1咬 1合 1評 1価 1に 1関 Iして 1は 1口 1蓋

形 1成術 1を 1施い1し 1術後 13I力い 1以 1内！に 1口蓋 1床 1を1装
着 Iして区 1合 1管 1理 1を継 1続 1し 1て 1行 Iい1、 I混合 1歯ぃuI期
iこ1達！し 1た I}t I側 1性 1唇 1顎 I口 1蓋 1裂 1患 1者 I(I u IC IL Ip『
3 I o 名 1を 1対 1象 Iと 1した 1。|口 I蓋 1床 1に 1関 Iし 1て I'ま 1痩 I孔

を I閉鎖 I,_Iる 1目 1的 1で術 1後 I3 I力1月1以 1内 1に 1口 1蓋 1床 Iを
装 1着し 1た 1314［名 1(両 1側 1性 1唇1顎 1口 1蓋 1裂 1患 1者 I[ I B 
CIL Pl]l1141名 1ヽ ulclLIPl2loj名 I) I、 I非 1装 1着
＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 



論文要 旨
且 (3) 

群 Is I 1 I名 (IBICILIPl9l名 1、 |ulclLIPl2l2I名 I)

を日 1象 1とし 1た 1。 1検 1討 1項目 1は 1① |VI p IC I成 1績 1② IV

p IC I獲！得期！間 1③ I GI。Is I 1 I。InI ¥Y¥a¥r¥dlslt 

i I C I k Iによ 1る！咬！合 1評 1価！と 1し 1fこI。 I [I I I 

(1結 1果|) 1 IV Ip IC I Iま全 1体 1の I9 13 ・ 15 I% Iで 1獲 1得

さ 1れた 1。 2 I口 1蓋門 1有無い’JIの 1平 1均 vIP I c I・ IT Iは
装 1着群 1で BIC IL Ip Iが 1I O I ・ 13 Iヵ月 1、 IUICI L IP 
；ゞ 18 | 9 1カ 1月 1で 1あ Iった 1。 1非 1装 1着群 1で I'まIBI CI L 

p l力ゞ 1 I 8 I ・ 1 s I 力 1月 1、 |u I C I L I p Iヵ‘ I 1 I 5 I ・ I 1 I 力 1月

で 1あ 1つ 1た。 I3 I口 1ジ Iス 1テ Iイ Io/Iク 1回 1帰 1分 1析 1を 1用 Iい

t:::. I結 1果 1では 1痩,I孔 1の 1存 1在 1と 1、|口 1蓋 1床 I0) I有 1無 Iが IV

p IC I. IT に 1強 Iい 1影 響 1を 1示 1し 1ナこ 1° 141Glol~い I 0 

n I I Y | ar  I d | t3 1 t 1 1 C I K | ｛こ 1よ 1る 1咬！合 1評！価 Ifま！全

体 1で 1s I. o 19|．で 1あっ Ifこ1。|口 I蓋 1床 1装 1着 1有 1無 1別 Iで

は 1、 I装 1着群 1が I2 I ・ 4 I 9 I、 1非 1装 1着 1群 lは I3 I. I 5 I 6 

で 1ぁIっ Iた 10 

結 1論 I) I当 1科 1が行って 1い 1る 1早 1期 1カ,Iら 1の I口 1蓋 1床

を I使 1用 1し 1た 1継 1続的な管 1理 11ま 1、 1早 1期 IVIp IC I獲 1得

及 1 び 1 咬 Ii½ Iの 1面 1において 1寄 1与 1し 1て 1い 1る 1こ Iと 1が 1示

唆 1さ 1れ 1た 1。| I I I I I I I I I I 
＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 
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The effects of Palatal Plate on Velopharyngeal Function and Occlusion 

For Children with Cleft Lip and Palate after Primary Palatoplasty 

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術的水準等につき慎

重かつ公正に検討し、以下のような審査結果を得た。

L研究の背景と目的

唇顎口蓋裂患者に対する治療のゴールは審美、言語、顎顔面発育に関し良好な成績を得ることであ

りそのため、適切な時期に適切な処置を行う一貫治療が最重要となっている。歯科口腔外科での一貫

治療の特徴の一つとして、口蓋形成術後に速やかに口蓋床を装着することがあげられる。一般に口蓋

形成術にはpushback法が用いられており、鼻咽腔閉鎖機能(VPC)に対しては良好な成績が得られて

いるが、術後に顎裂部付近に痩孔を生じやすく、痙孔の存在は食物の鼻漏出をはじめ患者の不快感は

計り知れず、それらを放置することは、 VPCの獲得に関しても負の方向に働く可能性がある。さらに、

痕孔閉鎖術の再発率も高く、重度の顎発育障害を招くことも多いため、痩孔に関しては経過観察とし

ている症例も少なくない。早期に口蓋床を装着することは、非観血的に痕孔を閉鎖して口腔内圧を高

め、後のVPC獲得を早めるばかりでなく、口蓋形成術後の顎発育障害に対して早期からの歯列保定と

しての効果があり、顎発育に有効に働くことが考えられる。今回、口蓋床が口蓋形成術の目的である

VPC獲得状況および咬合にどのような効果を及ぼすか明らかにすべく検討を行った。

2.研究内容

対象は歯科口腔外科にて口蓋形成術を施行し、一貫治療を継続して行えた口唇口蓋裂患者 115名

で、 VPCを獲得するまでの期間 (VPC-T)はVPCを獲得した 107名である。 GoslonYardstickによる

咬合評価に関しては、口蓋形成術を施行し、術後 3ヵ月以内に口蓋床を装着して咬合管理を継続して

行い、混合歯列期に達した片側性唇顎口蓋裂患者(UCLP)30名を対象とした。口蓋床に関しては痩孔

を閉鎖する目的で術後 3ヵ月以内に口蓋床を装着した口蓋床装着例 34名（両側性唇顎口蓋裂BCLP14 

名、片側性唇顎口蓋裂UCLP20名）、口蓋床非装着例 31名(BCLP9名，UCLP22名）を対象とした。

検討項目は

① VPC成績

② VPC獲得期間

③ Goslon Yardstickによる咬合評価

である。その結果、

l)鼻咽腔閉鎖機能の成績は全体で 93.5％であり、良好であった。



2) 口蓋床装着の有無別平均 VPC-Tは、口蓋床装着群では BCLPが10.3ヵ月、 UCLPが8.9ヵ月といず

れも 1年以内の早期に獲得しており、非装着群では BCLPが 18.8ヵ月、 UCLPが15.1ヵ月で鼻咽腔閉

鎖機能獲得期間が長い傾向にあった。

3) ロジスティック回帰分析を用いた結果では痩孔の存在と口蓋床装着の有無が VPC-Tに強い影響を

示した。

4) Goslon Yardstickによる咬合評価は全体で 3.09であった。口蓋床装着有無別では、口蓋床装着

群が 2.49、非装着群は 3.56で、装着群が良好な顎発育形態を示していた。

3.研究成果の意義と学術的水準

本研究は、唇顎口蓋裂の口蓋形成術後の痰孔が言語管理において、客観的に不利であることを明ら

かにし、また、口蓋床装着は審美形態、正常言語獲得、そして顎発育に対しても容易に良好な成績を

得ることが可能となることを明らかにした。現在の唇顎口蓋裂治療において、痰孔に対する概念とそ

の処置法において多くの施設で判断に苦慮しているが、このことは歯科口腔外科が行っている早期か

らの口蓋床を使用した継続的な管理は、早期の鼻咽腔閉鎖機能獲得および咬合面において、良好な成

績が得られることを明らかにしたものであり、非常に意義深い。また本結果から、国内のみならず国

際的にも多くの施設で早期の口蓋床の装着が普及することが、唇顎口蓋裂の一貫治療における言語面

あるいは顎発育の面において貢献するものと期待される。

以上により、本論文は学位授与に十分値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


